
連合茨城会長

久保田  利克

明けましておめでとうございます。
皆さまにはお健やかに新年をお迎えのことと心から

お慶び申し上げます。
旧年中は、連合茨城の諸活動に対し、ご支援ご協

力を賜り感謝申し上げます。

昨年を振り返りますと、元日に発生した能登半島
地震や夏の猛暑、さらには全国各地で集中豪雨が発
生し、甚大な被害を受けました。

経済では、急激な円安や諸物価の高騰が生活に影
響を及ぼしている一方で、世界へ目を向けてみますと、
地政学的な緊張が高まり、また各国の政治状況も混
沌とし、ますます不安定化しています。

このように、私たちを取り巻く環境は急激に変化
しており、労働組合として、果たさなければならない
責任と役割も重要となっています。

このような中において、2025春季生活闘争におけ
る労使交渉がスタートします。

連合は、「未来づくり春闘」を掲げ、４年目の取り
組みとなります。連合茨城も、茨城のナショナルセ
ンターとしての役割と責任を果たすべく、「すべての
働く仲間をまもり、つなぐための集団的労使関係の
追求と、社会に広がりのある運動の推進」に向け、
各種取り組みを展開してまいります。
「政策実現に向けた各種選挙の取り組み」について

は、昨年も組織内候補はもとより、推薦・支援する
候補者全員の勝利に向け全力で取り組み、連合茨城
として、一定の成果をあげることができました。皆
さまのご支援とご協力にあらためて感謝申し上げま
す。

昨年の第50回衆議院議員選挙以降、与野党の勢力
図に大きな変化が生じ、昨年末の臨時国会では、「国
会の景色が一変」しました。１月24日から通常国会
がはじまりましたが、これまで以上に、十分な議論、
審議をつくし、国民へ政治に対する認識、理解、判
断を仰ぐ、国民本位の政治が進められることを期待
したいと思っています。

今年は、３月23日に投開票予定の北茨城市議会議
員選挙、７月の第27回参議院議員通常選挙、９月に
は、任期満了を迎える茨城県知事選挙と東海村長
選挙をはじめ、多くの自治体選挙が予定されていま
す。

連合茨城は、推薦する候補者全員の勝利に向け、
組織の総力を結集し、しっかりと取り組んでいきま
す。

本年も課題は山積していますが、構成組織・地域
協議会の皆さまと心ひとつに「つながり・連携」を
大切にし、変化を恐れず、強い意志をもって、諸活
動に邁進したいと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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新春のつどい新春のつどい2025年2025年
連合茨城

すべての働く仲間の「必ずそばにいる存在」として期待に応えていくすべての働く仲間の「必ずそばにいる存在」として期待に応えていく

2025年1月8日水戸京成ホテルにて、構成組織、地域協議会、労働福祉団体、退職者連合の代表者
や、茨城県知事をはじめ茨城県関係各位、ならびに茨城県経営者協会をはじめ経済界の皆様、そして、
国会議員と県議会議員など約450名が参加し「連合茨城　2025年新春のつどい」を開催しました。

主催者として挨拶にたった久保田会長は、「すべての働く仲間の『必ずそばにいる存在』として、構成組織、
地域協議会の皆さまと連携を図り、組織の拡大・強化に取り組み、社会的発信力の強化に一層力を入れると
ともに、皆さまとの『つながり・連携』を大切に『風通し良く』『対話と会話』に心がけ、変化を恐れず、強
い意志をもって、諸活動に邁進したい」と今年１年の活動に対する思いを述べました。

また、茨城県・大井川知事、茨城県経営者協会・笹島会長より、来賓を代表してあいさつをいただき、
来賓の皆様による鏡開きを行い、歓談となりました。お楽しみ抽選会では、連合の公式キャラクター「ユニ
オニオン」も登場し、大いに盛り上がりました。

堂込参議院議員による乾杯鏡開き お楽しみ抽選会の様子

連合茨城　久保田会長茨城県　大井川知事 茨城県経営者協会　笹島会長

連合茨城賞が当たった自治労　野村さん 実行委員の皆さんと、ユニオニオン
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連合茨城事務局紹介
【役職・担当部・氏名・今年やってみたいこと！】

会長
久保田　利克
家庭菜園をはじめ、収穫の喜びを感じたいと思います。
さまざまな人とのつながりを大切に各種活動に邁進したいと思います。

事務局長　狩谷　祐一
自身を磨き、働くすべての皆さ
まに頼られる組織への更なる成
長に寄与できるよう努力しま
す。体は成長しないよう気をつ
けますｍ(_ _)m

副事務局長

橋本　博行
健康第一、ダイエットに励みま
す！

副事務局長

久保野谷　幸夫
四国八十八カ所巡礼

副事務局長

生井澤　律子
１年間健康に過ごしながら、部屋
の大胆なリフォームをやりたい

部長

圷　　明弘
健康の大切さを本気で考えます。
そして、今年こそ一攫千金の夢
を叶えます！

部長

大森　玄則
街宣行動、メーデー等を通じて、
連合茨城をもっと知ってもらえ
るよう頑張ります。
家庭では、ピザ窯を作ります。

副部長

中根　麻里
チョコザップです。
体力をつけて、仕事と家庭を要
領よく両立させたいです。

副部長

川城  さおり
働く上で困ったときに頼っても
らえるよう「連合茨城」の広報周
知の強化。この機関紙も皆さん
の記憶に残るよう工夫します！

書記

大内　綾乃
連合茨城をもっと身近に感じて
もらえるようＳＮＳでの情報発
信を頑張ります！

労働相談アドバイザー

山口　繁雄
24時間・365日、困っている人
のために労働相談に取り組みま
す。

労働相談アドバイザー

髙木　英見
今年は巳年。古い皮を脱ぎ捨て、
仕事も趣味も新しいものにチャ
レンジします！

労働相談アドバイザー

小島　弘之
15万連合茨城の実現へ向け年間
2000人の組織拡大を皆さんと
共に目指します。

政治センター、
政策調査部

労働部、
男女平等推進室

組織部、
広報教育部

政治センター、
メーデー、平和行動

組織拡大
オルガナイザー

組織部、
広報教育部

総務財政、
労働部

男女平等推進室、
広報教育部

よろしく
 お願い
  します！
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2024 列島クリーンキャンペーン実施結果
地協・地区 実施日 参加者 場    所

北茨城 10/19 18 名 磯原駅西口周辺

水　郡 10/19 118 名 大子広域公園

水　戸 10/19 260 名 千波湖・ハナミズキ広場

下　館 10/12 35 名 勤行緑地公園～五行川沿い

鹿　行 10/19 159 名 平井海岸

土　浦 10/19 40 名 桜川周辺（有明～大町）

石　岡 11/ 9 40 名 県道 7 号石岡・筑西線沿い

つくば 11/30 45 名 TX みどりの駅周辺

龍ケ崎・牛久 10/26 22 名 牛久市役所周辺

取手・北相馬 10/19 40 名 相野谷川親水公園

稲　敷 10/20 13 名 カントリーロード

古　河 10/26 72 名 古河公方公園
※高萩・日立・常陸那珂・水海道地区は雨天のため中止

連合茨城の環境保全ならびにボランティア活動の一環として、地域・地区協議会が主体となり、
「2024列島クリーンキャンペーン」を実施し、県内全体で計 862 名が参加をしました。

各地域において、参加賞提供、抽選会、フードドライブ実施等、工夫した取り組みが企画され、組合員・
家族が笑顔で楽しみながら活動が行われました。

みんなで「キレイな茨城」を守ります！

2024 列島クリーンキャンペーン

参加いただきました皆さん、お疲れさまでした！

北茨城地区

取手・北相馬地区

つくば地区

下館地区

石岡地区

水戸地区

古河地区

鹿行地区

龍ヶ崎・牛久地区

稲敷地区

土浦地区

水郡地区
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連合茨城は、2025 春季生活闘争の取り組みに向けて、11 月
29 日（水）茨城県労働福祉会館において、学習会（参加者：
会場 45 名・WEB 83 名）を開催しました。

基調講演では、連合総合政策推進局　労働条件・中小地域
対策局の酒井 伸広次長より「価格転嫁・取引の適性化につい
て」と題してご講演をいただきました。

同じく酒井次長より、連合 2025 春季生活闘争方針につい
て説明がありました。具体的には、「『未来づくり春闘』 は、
2023 闘争で“転換点”をつくり、2024 闘争では“ステージ転
換”に向けた大きな一歩を踏み出した。2025 闘争では、四半
世紀に及ぶ慢性デフレに終止符を打ち、動き始めた賃金、経
済、物価を安定した巡航軌道に乗せる年としなければならな
い」ことを強調されました。

連合茨城 2025 春季生活闘争方針は、12 月 12 日の第 13 回
執行委員会にて確認し、取り組み内容については、2025 年 1
月以降の戦術委員会及び闘争委員会において、都度確認する
予定です。

連合茨城取り組み内容

1 部門連絡会議（A ～ G 部門）の開催
2 要請行動、経営者団体との意見交換、全地協中

小地場組合学習会・決起集会実施
3 地場共闘センター要求内容、妥結結果、情報提

供、闘争支援
4 要求・回答状況の情報発信
5 地域ミニマム運動の推進

2025春季生活闘争学習会報告

みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会
2025 春季生活闘争要求実現３.１総決起集会

日　時　　2025年 3月 1日 土
 10：00～  
場　所　　水戸市・　三の丸庁舎広場
規　模　　1,000名
内　容　　集会およびデモ行進

 （9：30受付開始）開催の
お知らせ

ファミリー
メーデー開催

日　時　　2025年 4月 26日 土　10：00～   （9：30受付開始）
場　所　　水戸市・　三の丸庁舎広場
規　模　　1,200名
内　容　　集会およびデモ行進

第96回茨城県中央メーデー　開催のお知らせ

４月中に県内10地域で、ファミリーメーデーが開催されます。
詳細が決まり次第ポスターやご案内が届きますので、ぜひご参加ください。
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ルールを知っていると自分を守れると気づいた！

広報セミナー 開催広報セミナー 開催広報セミナー 開催

これから高校・大学等を卒業して就職を予定されている皆さんや、アルバイトを始めたい、又はア
ルバイトをしている学生の皆さんを対象に、基本的な労働ルールを理解していただくためのワーク
ルールセミナーを開催しました。
今年は、県内２会場で実施し、高校生・大学生や一般の
方など、事務局を含めて全体で35名が参加し、働くこと
の意義や労働法制、賃金・労働時間・休日等についての決
まりについて、必要な知識を学び合うことができました。
今後も、将来を担う若い皆さんの社会生活の支援をめ
ざす取り組みとして、学校での出前講義も要請しつつ、
継続した取り組みを展開していきます。

参加者アンケートから
知らないことが多く、将来のために大変役立った	
これからバイトしようと考えていたので勉強になった
賃金、労働時間、休日の決まりについて理解すること
ができた
ルールを知っておくことで、自分を守れることを理解
した
労働者の権利や保障を知ることができた

近年、様々な分野でデジタル化が進み、組合員への活動報告等における広報媒体の多様化
が求められています。そのため、今後様々な世代に対応できる広報活動のさらなる充実化を
図ることを目的に、12 月５日 13 時から、J.union 株式会社 大谷 亮典 氏を講師に迎え「“伝わる”
組合広報誌のつくりかた　～あなたの想い、伝わっていますか～」と題して、広報セミナー
を開催し、24 名が参加しました。

特に広報紙の作成における、色や形などの技術的以前に、「なぜ」「何を」「どのように」の
想い・考えが原点であることを学びました。

手段（広報活動）が目的にならないように、組織の活動の「目的」をより明確に、そして
目的達成に必要な目標を置いた活動の進め方の大切さを学びました。

水戸会場（11月23日・水戸京成ホテル）

土浦会場（11月30日・ローブ）

機関紙作成の課題洗い出し グループで作り上げた機関紙を発表

あなたの想い、伝わって　
いますか

学生対象の ワークルールセミナー開催学生対象の ワークルールセミナー開催

− � − − � −



9:00～18:00

労働協約とは、労働組合と会社との間の約束のことをいい、双方の記名押印等がある書面で作成された場
合にその効力が発生します。ここに定める労働条件等に違反する労働契約や就業規則は、その部分が法的に
無効とされます。

また、労働協約は、一定の要件を満たすことで拡張して適用されます。

労組役員をしていますが、労働組合法 18 条に基づく、労働協約の地域的拡張適用とはどういうものなのか、
その内容と、意義について教えてください。

労働組合法第17条において、「一の工場事業場に常時使用される同種の労働者の四分の三以上の数の労働者が一の労
働協約の適用を受けるに至ったときは、当該工場事業場に使用される他の労働者に関しても、当該労働協約が適用され
るものとする。」とされています。
労働協約は原則として、労働協約の締結当事者である使用者並びに労働組合及びその構成員のみに適用されるもので

すが、本条は、労働協約が所定の要件を満たす場合には、その労働者側の適用範囲を協約の当事者以外の者にも拡張す
るというものです。
この制度は、多数労働者により組織される労働組合が、いわゆるアウトサイダーの存在によってその団結が侵される

ことを防止すること等を目的としています。

労働組合法第18条第１項において、「一の地域において従業する同種の労働者の大部分が一の労働協約の適用を受け
るに至ったときは、当該労働協約の当事者の双方又は一方の申立てに基づき、労働委員会の決議により、厚生労働大臣
又は都道府県知事は、当該地域において従業する他の同種の労働者及びその使用者も当該労働協約（略）の適用を受け
るべきことの決定をすることができる。」とされています。
この決議及び決定については、労働組合法施行令第15条において、

●申立てのあった一の地域が、一の都道府県内にあるときは、当該都道府県労働委員会及び当該都道府県知事が行い、
●申立てのあった一の地域が、二以上の都道府県にわたるとき、又は中央労働委員会において当該事案が全国的に重
要な問題に係るものであると認めたときは、中央労働委員会及び厚生労働大臣が行うものとされています。
本条は、労働協約が一定の要件を満たし、拡張適用を申し立てた上で厚生労働大臣又は都道府県知事が拡張適用の決定

をしたときは、労働協約の適用範囲を一の地域内で従業する他の同種の労働者及び使用者にも拡張するというものです。
この制度は、所定の要件が満たされた場合に、申立てのあった労働協約に定める労働条件を地域における公正労働条

件とみなして、協約当事者である労使以外の労使にも適用することで、労働条件の切下げ競争を防止し労働条件の維持
改善を図るとともに、労働者間、使用者間の公正競争を確保しようとすることを目的としています。

茨城県においては、2022年4月から中央労働委員会の決定により、県内のすべての大型家電量販店で正社員の年間
休日数が111日以上になりました。これは、当時のケーズホールディングスやヤマダ電機など大手 3社の労使が結ん
だ労働協約が、同業他社にも適用される「地域的拡張」が32年ぶりに実行されたためです。その後、2023年5月末ま
でとなっていた拡張適用について、茨城県労働委員会に延長申請がなされ、同委員会の決定により、期間を2年間延長
し、2025年の5月31日までとしています。

No.29 労働相談事例から
― 労働協約の拡張適用について ―

対応内容

相談内容

− � − − � −



連 合 茨 城 会 長 久保田　利　克
〃 副 会 長 佐々木　琢　郎
〃 〃 藤　田　　　実
〃 〃 千 歳 益 彦
〃 〃 山 中 俊 典
〃 〃 会 田 和 博
〃 〃 井 坂 功 一
〃 〃 山　本　　　勇
〃 〃 千 葉 高 則
〃 〃 高 野 真 幸
〃 〃 菅 原 康 弘
〃 〃 矢 野 誠 治
〃 〃 中 島 智 美
〃 事 務 局 長 狩 谷 祐 一
〃 副 事 務 局 長 橋 本 博 行
〃 〃 久保野谷 幸   夫
〃 〃 生井澤　律　子
〃 執 行 委 員 礒 山 直 樹
〃 〃 小 坂 祐 之
〃 〃 坪　　　建　二
〃 〃 藤 野 将 伏
〃 〃 飯　泉　　　誠
〃 〃 小 倉 祥 治
〃 〃 菊 池 正 見
〃 〃 大 森 浩 司
〃 〃 舘 野 博 行
〃 〃 片 寄 武 司
〃 〃 小田倉　和　久
〃 〃 皆 川 理 恵
〃 会 計 監 査 矢 吹 健 幸
〃 〃 市 川 英 雄
〃 〃 平 尾 翔 太

県北地域協議会 議長（執行委員） 栗 原 勇 夫
〃 事 務 局 長 蛭 田 光 一

常陸野地域協議会 議長（執行委員） 大和田　秀　一
〃 事 務 局 長 深 谷 寿 一

中央地域協議会 議長（執行委員） 関 　 厚
〃 事 務 局 長 根 矢 和 弘

鹿行地域協議会 議長（執行委員） 梅 原 清 活
〃 事 務 局 長 篠 塚 和 弘

土浦地域協議会 議長（執行委員） 狩 谷 和 夫
〃 事 務 局 長 小 泉 敏 明

県南地域協議会 議長（執行委員） 作 田 友 貴
〃 事 務 局 長 中 村 治 郎

県西地域協議会 議長（執行委員） 鈴　木　　　隆
〃 事 務 局 長 小 林 里 見

連 合 茨 城 事 務 局 圷 　 明 弘
〃 〃 大 森 玄 則
〃 〃 中 根 麻 里
〃 〃 川　城　さおり
〃 〃 大 内 綾 乃
〃 県北地域協議会 成 田 優 子
〃 常陸野地域協議会 宮 内 峰 子
〃 中央地域協議会 塩 崎 典 水
〃 鹿行地域協議会 細　谷　友有子
〃 土浦地域協議会 吉 田 貴 子
〃 県南地域協議会 小　川　はる美
〃 県西地域協議会 永 藤 桂 子
〃 アドバイザー 山 口 繁 雄
〃 〃 髙 木 英 見
〃 〃 小 島 弘 行

新年あけましておめでとうございます。
日頃より、連合茨城の皆さまには、深い

ご理解と多大なるご支援を賜り、心より感謝と御礼を申し上
げます。
先の衆議院解散総選挙の結果を見てみると、長引く世界情
勢の混乱や円安などにより原油・原材料・食料価格が高騰し、
少子高齢化・人口減少もますます進む先の見えない厳しい社
会環境の下で、政治の変革を求めるたくさんの声が反映され
たものと思います。
皆さまのこの思いにお応えできるよう、引き続き国政の場
で生活者・働く者の視点で政府を質していく所存です。
本年も働く仲間と暮らし、そして地域を笑顔にすべく、精
一杯努めてまいりますので、一層のご支援を賜りますよう何
卒お願い申し上げます。

生活者・働くものの視点で

参議院議員　堂込まきこ

新春のお慶びを申し上げます。昨年は第
50回総選挙において連合茨城の皆様の多

大なるご支援をいただき、再び小選挙区当選を果たすことが
できました。３期目も感謝の気持ちと初心忘れず職務に邁進
してまいります。今期は予算委員会、厚生労働委員会、そし
て憲法審査会に所属することとなります。いずれも初めて所
属する委員会ですが、仕事とくらしに密接に関係するテーマ
を扱う委員会ですので、連合茨城の皆様のご意見をいただき
ながら議論を深める所存です。また本年は参議院選挙や北茨
城市議選が施行されます。連合の組織内候補および推薦候補
の当選に向けて注力してまいりますので、本年も皆さまのご
支援のほどよろしくお願い申し上げます。

新たな挑戦の年

衆議院議員　浅野さとし

　明けましておめでとうございます。本年
もどうぞ宜しくお願い致します。旧年も久

保田会長をはじめ連合茨城の皆様に大変力強いご支援を頂き
ました。茨城６区での勝利は皆様一丸でのお力添えなくして
は到底なしえないものでありました。厚く御礼申し上げます。
　雇用経済や教育等の国内課題から外交安保まで、国政は一
国の舵取りであり、信頼される政治とは何か、真に国益につ
ながる政治とは何かを常に考えながら、全力で取り組んでま
いります。
　本年は衆参ねじれ国会の中、参議院選挙を迎えます。また、
各地の地方選挙もあります。皆様と共に力を合わせて更に仲
間を増やし、持続的な賃上げを実現する社会に向けて全力を
尽くしていきます。
　皆様のご健勝ご多幸を祈念し新年のご挨拶とさせて頂きます。

信頼される政治の実現を

衆議院議員　青山やまと

本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします

２月７日 金 15：30 茨城県経営者協会との定期懇談会

13日 木～14日 金 全国一斉集中労働相談ホットライン

15日 土 13：00 しあわせセンター法律相談

今後のおもな日程（２月～５月）

２月17日 月 14：00 医福労連第28回定期総会

３月 １日 土 10：00 ３.１春季生活闘争総決起集会

７日 金 17：00 国際女性デー茨城行動

15日 土 13：00 しあわせセンター法律相談

４月19日 土 13：00 しあわせセンター法律相談

26日 土 10：00 第96回茨城県中央メーデー

５月17日 土 13：00 しあわせセンター法律相談
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